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看護学分野 
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亮介, 吉元崇文, 澤井照光, 安武 亨,永安 武: 当科における腹腔鏡下噴門側胃切除術後ダブルトラクト再建術の検

討. 日鏡外会誌 24(7): 204, 2019 

27. 吉元崇文, 野中 隆, 富永哲郎, 久永 真, 福田明子, 田上幸憲, 日高重和, 永安 武, 澤井照光, 竹下浩明, 福岡秀

敏, 荒木政人, 田中賢治: 巨大結腸癌に対する腹腔鏡下手術と開腹手術の比較検討. 日鏡外会誌 24(7): 297, 2019 

28. 原 健太朗, 竹下浩明, 澤井照光: 砕石位鏡視下手術におけるアンダーボディブランケットとアッパーボディブラン

ケットの加温効果の比較検討. 日鏡外会誌 24(7): 321, 2019 

29. 江藤宏美, 近藤英明: 妊娠・出産とレストレスレッグス症候群. 日本睡眠学会第 44 回定期学術集会プログラム・抄録

集, 179, 2019. 

30. 山口愛実, 安達舞, 江藤宏美: 看護学生におけるクロノタイプ・睡眠時間と日中の眠気の関連. 長崎県母性衛生学会

総会・学術集会プログラム・抄録集, 3, 2019. 

31. 安達舞, 山口愛実, 江藤宏美: 看護学専攻 4 年生におけるクロノタイプと客観的指標の関連. 長崎県母性衛生学会総

会・学術集会プログラム・抄録集, 3, 2019. 

32. 井上さとみ, 片岡弥恵子, 江藤宏美: 全国の産科施設におけるローリスク妊婦に対する妊娠期ケアの実態調査. 日本

助産学会誌, 32(3): 453, 2019.  

33. 橋村愛, 加藤千穂, 小橋川直美, 柘植久美, 江藤宏美: 周産期領域の指さしコミュニケーションツールの作成～外国

人女性への調査～. 日本助産学会誌, 32(3): 439, 2019.  

34. 真名子優香, 江藤宏美: 早産児のNICU入院中から生後25週までの睡眠発達の推移. 日本助産学会誌, 32(3): 583, 2019.  

35. 高尾真未，佐々木規子，松本正，黒田裕美，本田純久，宮原春美，三浦清徳，黒木義和，今村明，近藤達郎，中根秀

之，森藤香奈子：日本語版 CS-DS（ダウン症がある人の認知評価尺度）の信頼性と妥当性の検証 第 1 報．日本人

類遺伝学会第 64 回大会，日本人類遺伝学会第 64 回大会抄録集，355，2019 

36. 石橋理恵子, 本田純久, 佐々木規子, 鳴瀬真由美, 宮原眞千世, 三浦清徳, 宮原春美: 高度生殖補助医療を受けた患者

の QOL に与える影響要因について. 母性衛生, 60(3), 159, 2019 

37. 若田幸樹, 日高重和, 橋本泰匡, 濵﨑景子, 澤井照光, 安武 亨, 永安 武: 腹腔鏡下胃切除術における膵上縁郭清の工

夫. 第 91回日本胃癌学会総会記事 p.429, 2019 

38. 橋本泰匡, 若田幸樹, 日高重和, 澤井照光, 安武 亨, 永安 武: 胃癌手術における腹腔動脈走行異常の検討. 第 91 回

日本胃癌学会総会記事 p.533, 2019 

39. 野中 隆, 和田英雄, 濵田聖暁, 竹下浩明, 荒木政人, 福岡秀敏, 若田幸樹, 日高重和, 澤井照光, 永安 武: 腹腔鏡下

側方郭清における LD3症例の検討. 第 74回日本消化器外科学会総会プログラム P130-5, 2019 

40. 濵田聖暁, 野中 隆, 和田英雄, 髙村祐磨, 橋本泰匡, 田渕 聡, 飛永修一, 日高重和, 澤井照光, 永安 武: 腹

腔鏡下ストーマ閉鎖術（ハルトマン・リバーサル）の工夫-スプレー式癒着防止剤の経験-. 第 74回日本消化器外科

学会総会プログラム P128-3, 2019 

41. 日高重和, 橋本泰匡, 富永哲郎, 野中 隆, 澤井照光, 安武 亨, 永安 武: 胃全摘術後の術後合併症，手術部位

感染症（SSI）に関する因子の検討. 第 74回日本消化器外科学会総会プログラム P57-1, 2019 

42. 若田幸樹, 日高重和, 濵﨑景子, 橋本泰匡, 野中 隆, 濵田聖暁, 和田英雄, 澤井照光, 安武 亨, 永安 武: 当

科における残胃癌の臨床病理学的因子と治療成績の検討. 第 74回日本消化器外科学会総会プログラム P32-2, 2019 

43. 橋本泰匡, 日高重和, 若田幸樹, 濵田聖暁, 和田英雄, 野中 隆, 飛永修一, 澤井照光, 安武 亨, 永安 武: 胃

切除後胆石症のリスクファクターと治療に関する検討. 第 74回日本消化器外科学会総会プログラム P41-2, 2019 

44. 富永哲郎, 野中 隆, 福田明子, 久永 真, 竹下浩明, 濵田聖暁, 荒木政人, 福岡秀敏, 和田英雄, 黨 和夫, 橋

本慎太郎, 田中賢治, 澤井照光, 永安 武: Organ retractor を用いた単孔式右結腸切除術の安全性と有用性-長崎

県下多施設における検討. 8th Reduced Port Surgery Forum プログラム p.17, 2019 

45. 内田史武, 富永哲郎, 吉元崇文, 福田明子, 久永 真, 野中 隆, 澤井照光, 永安 武: 高度肥満症例に対し経肛

門アプローチを併用し安全に大腸全摘出を施行した家族性大腸腺腫症の 1例. 第 29回九州内視鏡下外科手術研究会
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プログラム・抄録集 p.53, 2019 

46. 野中 隆, 富永哲郎, 石丸和英, 吉元崇文, 福田明子, 久永 真, 渋谷亜矢子, 橋本泰匡, 濵﨑景子, 日髙重和, 

安武 亨, 澤井照光, 永安 武: 困難症例における two team TaTME の実際と工夫. 第 44回日本大腸肛門病学会九

州地方会プログラム・抄録集 p.64, 2019 

47. 富永哲郎, 野中隆, 久永 真, 福田明子, 田上幸憲, 吉元崇文, 澤井照光, 永安 武: 新規約に準じた腹腔鏡下側

方リンパ節郭清の実際と検証―LD3と LD2の比較検討―. 第 44回日本大腸肛門病学会九州地方会プログラム・抄録

集 p.64, 2019 

48. 久永 真, 富永哲郎, 福田明子, 野中 隆, 竹下浩明, 荒木政人, 福岡秀敏, 黨 和夫,  田中賢治, 澤井照光, 

永安 武: Organ retractor を用いた単孔式右結腸切除術に関する検討. 第 44回日本大腸肛門病学会九州地方会プ

ログラム・抄録集 p.48, 2019 

49. 福田明子, 野中 隆, 富永哲郎, 久永 真, 田上幸憲, 吉元崇文, 澤井照光, 永安 武: 当院におけるクローン病

合併大腸癌の 6例. 第 44回日本大腸肛門病学会九州地方会プログラム・抄録集 p.56, 2019 

50. 内田史武, 富永哲郎, 吉元崇文, 田上幸憲, 福田明子, 久永 真, 野中 隆, 荒木政人, 竹下浩明, 福岡秀敏, 黨 

和夫, 田中賢治, 澤井照光, 永安 武: StageIV大腸癌 palliative tumor resection 症例における術後合併症発生

因子の検討. 第 44回日本大腸肛門病学会九州地方会プログラム・抄録集 p.58, 2019 

51. 富永哲郎, 野中 隆, 福田明子, 久永 真, 澤井照光, 永安 武: 超高齢者大腸癌患者における術前 prognostic 

nutritional index と長期予後に関する検討. 第 114回日本消化器病学会九州支部例会／第 108回日本消化器内視

鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 p.83, 2019 

52. 吉元崇文, 福田明子, 久永 真, 富永哲郎, 野中 隆, 澤井照光, 永安 武: 結腸憩室出血に対し Organ 

retractor を用いて安全に手術を施行し得た単孔式腹腔鏡下結腸亜全摘術の 1例. 第 114回日本消化器病学会九州

支部例会／第 108回日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 p.110, 2019 

53. 濵田聖暁, 野中 隆, 和田英雄, 髙村祐磨, 澤井照光, 永安 武: 施設間格差からみた進行下部直腸癌に対する術

前治療の選択. 第 90回大腸癌研究会プログラム・抄録集 p.85, 2019 

54. 富永哲郎, 野中 隆, 福田明子, 久永 真, 竹下浩明, 濵田聖暁, 荒木政人, 福岡秀敏, 和田英雄, 黨 和夫, 澤

井照光, 永安 武: 長崎県下多施設における大腸癌肝転移の治療方針の検討. 第 91回大腸癌研究会プログラム・抄

録集 p.46, 2019 

55. 福田明子, 野中 隆, 富永哲郎, 石丸和英, 吉元崇文, 内田史武, 久永 真, 澤井照光, 永安 武: 当科における

直腸内分泌腫瘍の切除経験. 第 91回大腸癌研究会プログラム・抄録集 p.74, 2019 

56. 西原三佳、中村安秀、大西真由美：東日本大震災 8 年後の被災地における育児困難感とその関連要因．第 84回日

本健康学会総会講演集: 132-133, 2019 

 

 

社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

石松祐二・教授 長崎県地方労災委員 厚生労働省 

石松祐二・教授 長崎県労災保険診療指導委員会委員 厚生労働省 

石松祐二・教授 長崎県地方じん肺審査医 長崎労働局 

石松祐二・教授 長崎県福祉保健審議会委員 長崎県 

石松祐二・教授 評議員 日本呼吸器学会 

石松祐二・教授 評議員 日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会 

石松祐二・教授 世話人 九州びまん性肺疾患カンファランス 

石松祐二・教授 世話人 再生移植フォーラム in Nagasaki 

石松祐二・教授 世話人 長崎県呼吸ケア研究会 

石松祐二・教授 世話人 長崎臨床感染症研究会 

本田純久・教授 健康ながさき 21 調査検討小委員会委員 長崎県 

本田純久・教授 評議員 日本公衆衛生学会 
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本田純久・教授 評議員，学会誌編集委員 日本健康学会 

本田純久・教授 代議員 日本疫学会 

澤井照光・教授 評議員 日本消化器外科学会 

澤井照光・教授 評議員 日本消化器病学会 

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会 

澤井照光・教授 評議員 日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会 

澤井照光・教授 評議員 九州外科学会 

澤井照光・教授 評議員 日本消化器病学会九州支部 

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会九州支部 

澤井照光・教授 世話人 IBD Club Jr. Kyusyu 

澤井照光・教授 世話人 長崎手術手技研究会 

澤井照光・教授 世話人 長崎炎症性腸疾患研究会 

澤井照光・教授 世話人 Nagasaki Bowel Club 

澤井照光・教授 疾病・障害認定審査会臨時委員 厚生労働省 

澤井照光・教授 長崎県研究事業評価委員会副委員長 長崎県 

澤井照光・教授 がん対策部会 大腸がん委員会委員 長崎県保健医療対策協議会 

澤井照光・教授 オストメイト社会適応訓練事業講師 日本オストミー協会長崎県支部 

澤井照光・教授 社会福祉審議会委員 長崎市 

江藤宏美・教授 副理事長、総務委員会（委員長） 一般社団法人日本助産学会 

江藤宏美・教授 日本助産学会誌編集委員会（委員長） 一般社団法人日本助産学会 

江藤宏美・教授 ガイドライン委員会（委員） 一般社団法人日本助産学会 

江藤宏美・教授 理事、英文誌編集委員会（委員長） 

Japan Journal of Nursing Science, Associate editor  

公益社団法人日本看護科学学会 

江藤宏美・教授 評議員 聖路加看護学会 

江藤宏美・教授 事務局長、（助産実践評価部・助産教育評価部担

当理事） 

一般財団法人日本助産評価機構 

江藤宏美・教授 助産教育評価部評価委員 一般財団法人日本助産評価機構 

江藤宏美・教授 将来構想委員会（委員） 公益社団法人全国助産師教育協議会 

江藤宏美・教授 雑誌「看護科学研究」編集委員 大分県立看護科学大学看護研究交流センター 

江藤宏美・教授 雑誌「ペリネイタルケア」編集委員 メディカ出版株式会社 

江藤宏美・教授 長崎県助産師会会長 長崎県助産師会 

江藤宏美・教授 理事 長崎県母性衛生 

江藤宏美・教授 理事 長崎県小児保健協会 

江藤宏美・教授 理事 長崎大学助産師同窓会 

 

競争的研究資金獲得状況 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

石松祐二・教授 「長崎県地域医療の研究支援を目

的とした医師団」研究補助金 

代表 インフルエンザ後の肺胞マクロファージの

細菌貪食能への影響およびマクロライドの

効果 

石松祐二・教授 「長崎県地域医療の研究支援を目

的とした医師団」研究補助金 

分担 間質性肺疾患の特徴と労作後の指標の関連

性についての臨床的検討 
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本田純久・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金 基盤研究（C） 

要介護高齢者と家族が在宅介護を選択した

時にもたらされる潜在的経済価値 

本田純久・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金 基盤研究（C） 

子どもはいかに出生コホート調査参加意識

を形成し，インフォームド・アセントに至

るのか 

本田純久・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金 基盤研究（C） 

高齢化する被爆者における認知機能と精神

健康コホート研究 3年後フォローアップ調

査 

本田純久・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金 基盤研究（C） 

なぜ人々は聖水治療を求めるのか：エチオ

ピア北部聖地の事例研究 

本田純久・教授 国立がん研究センター 分担 がん研究開発費 

共同研究グループのデータセンター間の連

携によるがん治療開発研究の効率化と質的

向上のための研究 

澤井照光・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金基金 基盤研究（C） 

地域における多施設・多職種協働体制強化に

より推進するストーマケアの標準化 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金・基盤研究 A 

テーラーメイドな出産・育児を促進するオキ

シトシン活性化プログラムの開発と普及 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金・基盤研究 B 

ICTを活用したDVハイリスク妊婦への支援

プログラムの開発と評価 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金・基盤研究 B 

女性活躍推進時代に働く女性と男性の地域

包括子育て母乳育児支援プラットフォーム

構築 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金・基盤研究 B 

骨盤底機能障害を予防する助産ケアのプロ

グラム開発 

本田純久・教授 医療法人 芙蓉会 テレケア遠隔健康システムの開発と実証に

関する研究 

その他 

非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

澤井照光・教授 学習会講師 長崎ストーマケア学習会 

澤井照光・教授 看護部継続教育看護専門コース講師 長崎大学病院 

江藤宏美・教授 非常勤講師（特別研究） 茨城県立医療大学 

 
 

 


